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今年も寒い日が続きますが、皆さ

ん風邪をひきませんでしたか？花粉が

多いという予想なので、辛い季節の人

も多いですね。でも車椅子の僕たちに

とって、やはり暖かい日差しが待ち遠

しいです。

佐久間 庸

去
る
一
月
十
六
日
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
が
風
の
子
会
の
取
材
に
来
ま
し

た
。
と
言
っ
て
も
「
は
な
み
ず
き
」
の

模
様
を
紹
介
し
て
く
れ
る
と
の
こ

と
。
当
日
、
工
房
の
仲
間
達
は
相
当

緊
張
し
て
い
る
か
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
意
外
と
み
ん
な
を
端
か
ら
見
て

い
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
た
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。
そ
の
模
様
は
、
二
月

一
日
か
ら
、
二
週
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

太
田

稔

やっぱりみなと ぐぐっと ！Good
（ 分番組）60

半月ごと（ 日～、 日～）に1 16
内容が変わります。

毎日 回放送2
（ ）午後 時～ （ ）午後 時～1 1 2 9

【番組内容】

みなとクリップ 区内で行われたイベントや区の行事などをご紹介します。

情報コーナー つのテーマに関する役立つ情報を、毎回 テーマずつ順に4 1
ご紹介します。

（ ）生活安全や防災に関する情報「みんなと安全・安心」1
（ ）健康に関する情報「すこやかみなと」2
（ ）子育てに関する情報「子育て情報通」3
（ ）高齢者支援事業に関する情報「いきいき倶楽部」4

祝！祝！

風の子ＴＶ出演！！風の子ＴＶ出演！！

こ
ん
な
作
業
風
景
を

録
ら
れ
ま
し
た
！
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今年も恒例のもちつき大会が高浜荘の方々、２階の事務所の方々と合同で行われま

した。おもちの種類は今年は『あんこ 『きなこ 『磯辺』と、それから野菜が沢山入』 』

った、お正月ならではの『おぞうに』がありました。本当にこの寒い時期に、温かい

汁物はとてもありがたかったです。なんか体のしんから温かさが感じられて、なんだ

かとてもほっとする感じがしました。とても美味しかったです。

今年は風邪がはやっていて欠席者が多く、いつもよりも餅米が少なかったような気が

しました。内心もう少しあったら良いなと思いました。皆様おつかれさまでした。

天海 隆一

今回の餅つき大会は港南実習所のメンバー

も参加でき、久しぶりの方もいたようでした。

みんなで楽しむことができ、しかも誰でも餅つき

ができました。女子も頑張りました！！



想い出は沢山あるのですが、よく覚えている

のはまず、僕の性格（真面目・おとなしく冷静

沈着)が裏付けされるような話は、二歳半頃か

ら始めたピアノの習い事で母と一緒に電車に乗

る際、混雑していた上に発車寸前の為に急いで

飛び乗り(母は既に乗っていたと勘違いしてい

た為か。本当は母は切符を買っていたのだが)

目的と反対方面の電車に乗ってしまいました

（どちらの電車も発射音が鳴っていた上に、ど

ちらに乗るのか当時は分からなかった為 。で）

何故か、本能なのか性格からか、隣の駅で降り

駅員さんに事情（状況）を話し母を待っていた

記憶があります。小学校に入る前だったかと思

います。

後は昔からの性格で 『乗りが悪い・ふざけ、

る（騒ぐ）様な事が苦手・集団行動が苦手』等

、『 』 『 』があり お遊戯・劇 系や おもちゃで遊ぶ

のが嫌いでした。

後は無理矢理行かされ嫌なのにやらされてい

た学童野球が今になって色々な面で活きていま

す。

田村 亮彦

僕が幼少時代の事ですが、母方の父（おじい

さん）が僕が二歳の頃に亡くなってしまいまし

た。その後、僕たち親子はおばあさんと暮らす

ことになりました。うちのおばあさんは、タレ

ントの島田洋七さんのところの「がばいばあち

ゃん」のような、ユニークな人ではありません

が、おもしろい祖母でしたし、僕の介助を長年

に渡ってしていただいてくれていました。感謝

の気持ちでいっぱいです。そして僕が学校へ行

く前に、無認可保育園や区民センターへ行きリ

ハビリをしに通いました。なぜリハビリに通っ

ていたかというと、六歳頃まで座ることが出来

。 、ずにいたからです 今こうしていられることは

その当時は考えられませんでした。そのため、

少しでもリラックスして体をほぐしにセンター

へ通っていました。保育園では、僕以外は皆さ

ん手も足も動かせる人ばかりでしたので、お遊

戯の時間が嫌いで、ボイコットをしたこともあ

ります。でも、仲が良かった女の子が二名いた

ので気持ちが救われました。そうやって成長を

していき、今の僕があると思います。

田中 聡

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ④
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虫めがね

今
回
か
ら
テ
ー
マ

が
新
し

く
な
り

ま

す
「

小
さ
い
頃
の

。
こ
と
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
メ
ン
バ
ー
は
ど

ん
な
想
い
出
を
語
っ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
今
回
の
担
当
は

田
中
さ
ん
、
田
村
さ

ん
、
小
野
塚
さ
ん
、

右
田
さ
ん
で
す
。
さ

あ
、
彼
ら
の
思
い
出

話
に
耳
を
傾
け
て
み

ま
し
ょ
う
。



小
学
三
年
か
四
年
生
く
ら
い
の
頃
の
話
。
妹
の
ピ

、

。

ア
ノ
の
発
表
会
が
あ
り

両
親
と
共
に
観
に
行
っ
た

父
は
退
屈
を
も
て
あ
ま
し
た
の
か
、
発
表
会
の
中
頃

で
会
場
を
抜
け
出
し
、
駐
車
場
に
置
い
て
あ
る
車
で

休
ん
で
い
た
。
僕
も
小
学
生
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
あ
ま

り
興
味
が
持
て
な
か
っ
た
し
、
退
屈
に
な
っ
て
き
た

の
で
父
が
い
る
駐
車
場
に
行
く
と
母
に
伝
え
て
会
場

を
出
た
。
駐
車
場
は
、
会
場
を
出
て
す
ぐ
左
手
に
あ

る
。
け
れ
ど
も
僕
は
勘
違
い
を
し
て
し
ま
い
、
会
場

を
出
て
右
手
に
向
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
行
け
ど
も
行

け
ど
も
駐
車
場
は
見
つ
か
ら
な
い
。
当
時
の
僕
は
け

っ
こ
う
意
地
っ
張
り
な
性
格
だ
っ
た
の
で
、
自
分
が

方
向
を
間
違
え
た
と
い
う
こ
と
を
な
か
な
か
信
じ
よ

う
と
は
し
な
か
っ
た
。
一
〇
〇
ｍ
、
二
〇
〇
ｍ
歩
い

て
も
駐
車
場
の
気
配
は
全
く
な
い
。
そ
れ
で
も
僕
は

意
地
に
な
っ
て
歩
き
続
け
る
。
横
断
歩
道
の
な
い
車

道
を
車
の
来
な
い
の
を
見
計
ら
っ
て
渡
り
、
更
に
進

む
。
ど
の
く
ら
い
歩
い
た
だ
ろ
う
か
、
さ
す
が
に
こ

の
先
に
は
駐
車
場
は
な
い
と
諦
め
、
今
来
た
道
を
戻

る
こ
と
に
し
た
。
行
き
は
意
地
に
な
っ
て
歩
い
て
い

た
が
、
帰
り
は
少
し
臆
病
に
な
っ
て
き
た
。
平
気
で

渡
っ
た
は
ず
の
車
道
が
帰
り
は
少
し
怖
く
な
り
、
ち

ょ
っ
と
遠
回
り
を
し
て
横
断
歩
道
を
渡
る
こ
と
に
し

た
。
歩
道
を
渡
り
終
え
て
少
し
す
る
と
、
道
端
に
咲

い
て
い
る
花
を
見
つ
け
た
。
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
だ
。

僕
は
無
駄
足
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
の
小
さ
な
冒
険
に

少
し
で
も
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
思
い
（
当
時
の
僕

が
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く

、
）

そ
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
摘
ん
で
持
ち
帰
る
こ
と
に

し
た
。
花
を
摘
ん
で
少
し
歩
い
て
い
る
と
、
女
性
が

声
を
か
け
て
き
た

「
ど
う
し
た
の
？

道
に
迷
っ
た

。

の
？
」
年
上
の
綺
麗
な
女
性
に
そ
う
聞
か
れ
て
、
僕

は
小
さ
く
頷
く
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た

「
ど
こ
へ

。

い
く
の
？
」
僕
は
ピ
ア
ノ
発
表
会
の
会
場
の
方
向
を

指
さ
し
た

「
一
緒
に
歩
こ
う
か
」
そ
う
言
っ
て
、
そ

。

の
人
は
僕
の
手
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。
右
手
に
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
、
左
手
に
彼
女
の
手
。
僕
は
体
全
体
が

緊
張
し
て
い
る
の
を
感
じ
な
が
ら
必
死
に
歩
い
た
。

、

会
場
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
距
離
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が

僕
に
は
そ
の
時
間
が
す
ご
く
長
く
感
じ
ら
れ
た
。
ほ

、

。

ど
な
く
し
て
会
場
に
着
き

僕
は
そ
こ
を
指
さ
し
た

「
あ
り
が
と
う
」
と
精
一
杯
の
笑
顔
で
い
う
と
、
彼

女
は
に
っ
こ
り
と
笑
い
な
が
ら
い
っ
た
「
も
う
迷
っ

ち
ゃ
だ
め
よ

。
」

ほ
ん
の
数
分
の
出
会
い
だ
っ
た
が
、
そ
の
人
の
こ

と
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て

い
る
。
道
を
ふ
ら
ふ
ら
と

歩
い
て
い
た
僕
を
気
遣
っ

て
助
け
て
く
れ
た
純
粋
な

や
さ
し
さ
を
僕
は
絶
対
に

忘
れ
な
い
。
そ
し
て
同
時

に
、
子
供
の
頃
の
僕
が
無

鉄
砲
で
意
地
っ
ぱ
り
だ
っ

た
こ
と
が
、
こ
の
話
か
ら

少
し
は
わ
か
っ
て
も
ら
え

た
だ
ろ
う
か
。

小
野
塚

航

小
さ
い
頃
は
、
パ
パ
の
お
仕
事
が
忙
し
か
っ
た
の

で
、
私
は
ず
っ
と
お
家
に
い
て
外
の
想
い
出
と
い
う

も
の
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
三
歳
く
ら
い
の
頃
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
の
「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」
に
ハ
マ
っ

て
い
ま
し
た
。
主
人
公
の
ネ
ロ
は
お
父
さ
ん
も
お
母

さ
ん
も
い
な
い
の
で
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
私
も
ネ

ロ
の
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
お

や
つ
は
バ
ナ
ナ
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
何
年
か
経
っ
て
、
ア
イ
ド
ル
の
マ
ッ
チ

。

。

が
好
き
に
な
り
ま
し
た

金
八
先
生
も
好
き
で
し
た

。

そ
の
時
の
お
や
つ
は
ぬ
か
漬
け
の
に
ん
じ
ん
で
し
た

右
田

麿
子

⑤ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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虫
め
が
ね

～
つ
づ
き
～
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学
習
会
報
告

１月９日【予定決め】

１月から３月までの学習会でやるこ

とをみんなで話し合って決めました。

ゲームや映画鑑賞などおなじみのもの

から、座禅といった珍しい意見も出ま

したが、やはり定番のもので予定は埋

まりました。

１月１６日【テレビ撮影】

港区ケーブルテレビが風の子に撮影

に来ました。福祉売店に出店している

。商品の制作風景を撮ることが目的です

撮影のメインは工房班で、企画班の僕

たちはあまり映っていません。実際の

テレビオンエアでどのように映ってい

るか楽しみですね。

１月２３日【ゲーム】

トランプ班と人生ゲーム班とにわか

れてのゲームの日。ブラックジャック

や七並べなどトランプゲームで盛り上

がったそうです。人生ゲームは珍しく

参加人数が少なかったそうです。毎回

恒例のゲームもいいけれど、そろそろ

新しいゲームを発見してみるのもいい

かもしれませんね。

１月３０日【新聞読み】

持ってきた新聞から気になる記事を

読んで、それについてみんなで話し合

うという日。この日は作業所が何かド

タバタしていて、学習会にあまり集中

できなかったように感じました。後半

は雑談をして過ごしました。

２月６日【算数】

田村君が準備してくれた計算問題を

みんなで解きました。足し算やかけ算

などの四則演算や、時間と距離と時速

を計算する問題などバラエティーに富

んだ問題が多く、みんな必死に取り組

んでいました。特に１問だけとてもや

っかいな問題があり、それを解くため

に時間が過ぎるのも忘れて夢中になっ

ていました。

担
当
・
小
野
塚
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港
南
実
習
所
報
告

昨
年
よ
り
、
風
の
子
便
り
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
こ
と
を
皆
さ
ん
は
お
気
づ
き
で

し
ょ
う
か
。
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
か
？

企
画
の
皆
も
、
い
ろ
い
ろ
と
内
容
を
考
え

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
メ
ン

バ
ー
が
利
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
調
子

が
悪
く
、
さ
ら
に
、
紙
織
り
機
も
調
子
が

悪
い
の
で
頭
が
痛
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ど
な
た
か
風
の
子
に
寄
付
を
頂
け
な

い
で
し
ょ
う
か
？
無
理
に
と
は
い
い
ま
せ

。

。

ん

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

田
中

聡

高
浜
実
習
所
報
告

今
月
は
箸
の
封
入
作
業
と

「
は
な
み

、

ず
き
」
に
納
品
す
る
為
の
製
品
作
り
、
企

画
の
会
報
作
り
の
手
伝
い
、
割
り
箸
を
袋

に
入
れ
る
作
業
を
し
ま
し
た
。
今
月
も
み

ん
な
で
楽
し
く
わ
き
あ
い
あ
い
と
作
業
を

し
ま
し
た
。
今
後
も
楽
し
く
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

青
木

和
代

（旧称・共同作業所全国連絡会）きょうされん
第３１次国会請願署名の経過報告

、 、先月の会報で皆様にお願いしました国会請願署名ですが 多くの方のご協力により

沢山の署名と募金を頂いております。ここで、現在の署名数と募金額をご報告いた

します。

２月９日現在

署名数・・・７９筆

募金額・・・１万７５１４円

署名用紙を実習所にご郵送された皆様、再度署名にご協力下さった皆様、募金を

下さった皆様へこの場を借りてお礼を申し上げます。ありがとうございました。

なお、署名は四月下旬まで行っておりますので、よろしくお願いいたします。
．．．．．．．．．

※署名用紙は高浜にまだございますのでご希望の方はご連絡下さい。

署名担当 丸岡秀明・矢代奈津三

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

二
月
二
〇
日
（
水
）

運
営
委
員
会

三
月

八
日
（
土
）

外
に
出
よ
う

代
表
者
会
議

三
月
一
二
日
（
水
）

運
営
委
員
会

五
月
一
七
日
（
土
）

外
に
出
よ
う全

体
集
会

五
月
二
五
日
（
日
）

障
害
者
は
外
に
出
よ
う

ｉ
ｎ

港
区
役
所

六
月

一
日
（
日
）

外
に
出
よ
う
・
雨
天

の
場
合
の
予
備
日



わたるのドミトリーライフ

【ドミトリーとは英語の つまり寮という意味】dormitory

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑧

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００８年３月２日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４１７０号 風の子便り

第６話 部屋割り会議

年度末になると部屋割り会議というものが行われる。１年ごとに寮生はみんな部屋
替えをするのだ。卒寮する４年生の部屋に誰が入るか、新しく入ってくる１年をどの
ように割り振るか、などを在寮生が集まって話し合うのだ。この会議には参加資格が
ある。月々の寮費と食費をきちんと払っているかどうかだ。なんだそんなことかと思
うかもしれないが、寮費や食費を滞納している寮生は案外少なくない。この寮に住む
ことを希望するのは結構貧乏学生が多く、毎月をギリギリで暮らしている人も中には
いた。地方から来ている人も多い。北は北海道、南は沖縄、東北、関西、四国、日本
全国からこの寮にやってきている。関西弁やいろんな方言が飛び交う、実に他文化交
流的な空間だった。中には食費をあえて払わないような人もいた。バイトで夜遅くな
り、夕食をコンビニで済ませてしまうような寮生は、わざわざ寮食代を払おうという
気がもともとないのだ。部屋割り会議は、そういったペナルティーを受けていない寮
生が集まって行われる。
女子寮生は食堂に集まって会議をする。男子寮生は、寮の手前にある小さなプレハ

ブ小屋（風鳴館という）に集まって話し合う。この風鳴館はみんなが普段遊ぶために
使ったり、新歓期のイベントの一つの演劇大会の発表の場であったり、そして厳かに
催される卒寮式の会場だったりと様々なことに使われる。２０畳くらいの広さで、男
子寮生が集まって会議をするには十分なスペースだ 会議はだいたい夜に行われる 日。 （
中は学生は基本的学校で講義を受けているので当然といえば当然か 。）
まず始めに、移りたい部屋の希望を聞く。２階から５階に変わりたい人もいるし、

翌年も同じ部屋で過ごしたい人もいる。２人部屋が４つ、４人部屋が２つ、それが２
階から５階まであるわけで、計２４部屋をどうふりわけるかをみんなで決めるのだ。
仲のいい人達は会議の前までに前もってペアを組んでいたりする。食費滞納でこの会
議に出席できない寮生は、この事前交渉が大切だ。公式的にはこの会議で決めるとい
う前提なので、事前交渉は出来ないのだが、あちこちから聞こえてくる噂話などで誰
がどの部屋を狙っているかとかおおよその見当はつく。そういった噂話を便りに、じ
ゃあ自分はどうするか、というふうに考えていくのだ。だから会議当日にはだいたい
の流れは出来ていて、話し合いが膠着（こうちゃく）するということはあまりない。
部屋割り会議というのはだいたいみんなの最終確認の場という感じなのだ。
次に決めるのは新しく入ってくる１年の割り振りだ。各階に均等に入るように人数

を分ける。基本的に１年は４人部屋に入れられることが多い。４人部屋には他に２年
が相部屋となり、寮の規則や生活のルールなどを教えていく。２人部屋はだいたい３
年か４年生（あるいは５年生や６年生）が住む。上級生が２人部屋というのは、まあ
当然といえば当然だ。だが新入寮生の数が多ければ、４人部屋だけでなく２人部屋に
もふりわけられることになる。新入寮生が４年生と相部屋というのは結構しんどい。
個人的意見を言えば、できれば新入寮生には２年か３年との相部屋がいいと僕はいつ
も思っていた。
部屋割り会議は、だいたい学期末のテスト期間が終わる頃に開かれる。そして長い

休みに入り新年度を迎える。寮生はこの休みの間にそれぞれ引越を行うのだ。引越は
ある意味大掃除という意味合いも兼ねていて、新しい部屋で新しい年度を迎える。１
年が過ぎれば２年生になり、先輩という役割を担うことになる。学校生活も慣れてく
る頃で、大学生にとって２年目というのは様々な意味で重要な年となる。

～ 第７話へつづく ～



⑨ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００８年３月２日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４１７０号 風の子便り

第
七
回

母
の
思
い
出

太
田

稔

ま
ず
弁
護
士
に
依
頼
の
手
紙
を
書
い
た
。
あ
の
頃
は
電
話
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、
小
さ
い
頃
の
僕
は
発
作
も
あ
っ
て
と
て
も
長
い
時
間
一
人
で
お
い
て
出
か

け
る
こ
と
な
ど
出
来
な
い
。
と
こ
ろ
が
弁
護
士
と
い
う
職
業
は
あ
ま
り
手
紙
で
は
依
頼
を
受
け
な
い
。
し
か
し
母
の
手
紙
は
僕
の
こ
と
を
正
直
に
書
い
た
た
め
依
頼

を
受
け
付
け
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
姑
側
も
弁
護
士
を
立
て
て
こ
ち
ら
側
の
要
求
を
拒
否
し
た
の
だ
。
こ
ち
ら
側
の
弁
護
士
は
言
う
、
「
奥
さ

ん
、
こ
れ
は
滋
賀
県
の
民
事
に
訴
え
な
い
と
無
理
で
す
よ
」
そ
の
夜
家
族
会
議
が
開
か
れ
母
と
祖
母
が
滋
賀
県
に
行
く
こ
と
に
な
り
祖
父
と
僕
が
家
に
残
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
重
要
な
問
題
が
話
し
合
わ
れ
た
。
そ
れ
は
滋
賀
県
に
残
し
て
き
た
妹
の
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
母
は
一
番
気
に
掛
け
て
い
た
ら
し
い
。
美
知
子
の
話
に

な
る
と
母
は
活
発
に
意
見
を
言
い
始
め
た
。
「
私
は
美
知
子
を
連
れ
て
帰
る
つ
も
り
で
す
。
あ
ん
な
田
舎
に
い
た
ら
あ
の
子
が
か
わ
い
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
も
う
一
つ
理
由
が
あ
り

ま
す
。
今
年
美
知
子
は
三
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
の
う
ち
に
連
れ
て
き
た
方
が
私
が
育
て
や
す
い
の
で
す
」
祖
母
も
言
う
「
私
も
薫
の
意
見
に
賛
成
だ
ね
え
、
子
供
の
時
に
本

当
の
母
親
に
育
て
ら
れ
な
い
と
素
直
に
育
た
な
い
か
ら
ね
え
」
と
い
う
わ
け
で
滋
賀
県
に
は
母
と
祖
母
が
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
僕
と
祖
父
が
家
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
人

は
そ
れ
か
ら
二
日
後
に
東
京
を
後
に
し
た
。
残
っ
た
僕
と
祖
父
だ
が
僕
の
小
さ
い
頃
は
と
て
も
泣
き
虫
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
昼
間
は
い
い
の
だ
が
夕
方
に
な
る
と
「
お
母
ち
ゃ
ん
が
い

な
い
」
と
言
っ
て
泣
い
て
は
祖
父
を
困
ら
せ
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
僕
が
子
供
の
頃
の
大
失
敗
を
や
ら
か
し
た
の
は
こ
の
と
き
だ
っ
た
。
ミ
カ
ン
が
大
好
き
だ
っ
た
。
僕
は
祖
父
と
晩
の
お
か

ず
を
買
い
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
果
物
屋
の
前
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
僕
は
祖
父
に
足
を
止
め
て
も
ら
い
店
の
中
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
勿
論
ミ
カ
ン
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
ミ
カ
ン
は
ミ
カ
ン
で
も
夏
み
か
ん
、
祖
父
は
言
う
、
「
あ
れ
は
酸
っ
ぱ
い
ミ
カ
ン
だ
か
ら
駄
目
だ
よ
」
祖
父
に
そ
う
言
わ
れ
た
の
だ
が
、
僕
は
「
買
っ
て
」
と
祖
父
に
ね
だ
っ

た
。
「
稔
に
言
わ
れ
た
ん
じ
ゃ
し
ょ
う
が
な
い
。
」
祖
父
は
し
ょ
う
が
な
し
に
夏
み
か
ん
を
買
っ
て
く
れ
た
。
早
速
夕
食
の
後
一
口
食
べ
た
僕
は
「
酸
っ
ぱ
い
」
と
叫
ん
だ
。
祖
父
は
に
こ
に

こ
笑
い
な
が
ら
「
だ
か
ら
い
っ
た
だ
ろ
う
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
酸
っ
ぱ
い
よ
っ
て
」
そ
れ
以
来
祖
父
の
言
う
こ
と
を
僕
は
か
な
り
大
人
に
な
る
ま
で
素
直
に
聞
い
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
二
週

間
後
、
母
と
祖
母
は
妹
を
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
母
は
太
田
家
か
ら
お
金
を
少
し
も
ら
っ
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。
母
の
こ
と
は
中
断
し
て
、
僕
の
こ
と
を
書
い
て
み
よ
う
。
僕
は
一
歳

半
に
な
っ
た
と
い
う
の
に
座
る
ど
こ
ろ
か
腹
這
い
に
も
な
れ
ず
母
は
だ
ん
だ
ん
心
配
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
頃
の
医
学
で
は
ま
だ
脳
性
マ
ヒ
と
い
う
病
気
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
母
は
僕
を
抱
え
名
医
と
い
う
名
医
を
捜
し
歩
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
僕
の
病
名
は
な
か
な
か
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
病
名
が
分
か
っ
た
の
は
何
と
僕
が

三
歳
に
な
っ
た
と
き
の
事
。
近
所
に
越
し
て
き
た
お
年
寄
り
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
方
が
「
こ
の
お
子
さ
ん
は
も
し
か
し
た
ら
リ
ッ
ト
ル
氏
病
（
リ
ッ
ト
ル
氏
病
と
は
リ
ッ
ト
ル

氏
が
発
見
し
た
物
で
今
の
脳
性
マ
ヒ
の
事
で
あ
る
）
か
も
知
れ
な
い
」
母
は
聞
い
た
。
「
先
生
、
こ
の
子
は
治
る
ん
で
し
ょ
う
か
」
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
は
首
を
傾
げ
な
が
ら

「
私
に
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
運
が
良
け
れ
ば
知
能
だ
け
は
助
か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」
母
は
す
が
る
思
い
で
聞
く
「
そ
れ
で
は
体
の
方
は
も
う
完
全
に

だ
め
だ
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
は
残
念
そ
う
に
頷
い
た
。
そ
れ
か
ら
の
母
は
ま
た
病
院
の
門
を
叩
き
始
め
る
。
今
度
は
今
ま
で
と
は

違
っ
て
リ
ッ
ト
ル
氏
病
を
知
っ
て
い
る
病
院
を
探
し
出
し
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
は
治
ら
な
い
と
行
っ
た
け
れ
ど
何
か
治
療
方
法
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
、
淡
い
期
待
を
胸
に
母
は
、
毎
日
、
毎
日
病
院
巡
り
を
し
て
歩
い
た
。
一
年
く
ら
い
経
っ
た
あ
る
日
、
上
野
の
池
之
端
に
あ
る
金
井

整
形
外
科
と
い
う
病
院
の
門
を
叩
い
た
。
金
井
院
長
は
リ
ッ
ト
ル
氏
病
を
知
っ
て
は
い
た
の
だ
。
知
っ
て
は
い
た
が
治
療
方

法
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。



特定非営利活動法人「風の子会」
（ ）賛助会任意加入のお願い 再度

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑩

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００８年３月２日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４１７０号 風の子便り

日頃風の子会の活動にご理解とご支援を頂き、ありがとうございます。おかげさまで
風の子会は 「一人ぼっちの障害者をなくそう」のスローガンのもと、活動を続けるこ、
とができております。皆様には心より感謝申し上げます。

さて、風の子会はこれまで芝実習所と高浜実習所の２作業所体制で活動を続けて参り
ましたが、本年度から芝実習所を閉鎖することになりました。これは芝実習所の家賃と
駐車場代支出の経済的負担が大きく、来年度から移行を予定している自立支援法に基づ
く運営に対する収入減に耐えることができないと予想されるため、やむを得ず決定した
ものです。芝では近隣の方々にも親しんで頂き、毎日出店しているバザー品販売も定着
しておりましたので、大変残念ですが、今後の安定した運営を確保するには致し方ない
ものと判断致しました。幸い、現在の高浜実習所のとなりの場所を新たに港区からお借
りできることになり、２実習所での活動という形は保持することができるようになりま
した。新しい実習所は「港南実習所」と名付けました。 今後一同変わらずに、元気に
活動を続けて参ります。

ご承知の方もおいでかと思いますが、風の子会には賛助会という制度があります。こ
、 、 、れは ご加入頂いた方から賛助会費を頂き 主に資金面でのご支援をお願いするもので

昭和６１年（１９８６年）より設けられているものです。本来は、車椅子用車両購入や
整備、新しい事業などのために資金を積み立てることを目的に設けられたものですが、
現状では上記のように財政が逼迫しておりますので、賛助会費は通常の運営費用に組み
込ませて頂いております。

すでに多くのご協力を頂いている皆様には重ねてのお願いで恐縮ですが、是非、賛助
会の趣旨をご理解の上、新たにご加入下さいますようお願い申し上げます。また現在風
の子会の一般会員になっておられる方も、賛助会にもご加入頂けると幸いです。

賛助会会員の方には、風の子会の機関誌「風の子便り」をお送りし、会の活動をご報
告いたします。ご加入頂けます方は、同封の振込用紙をご利用頂くか、下記口座へのお
振込をお願い申し上げます。

賛助会費： 年間一口３，０００円以上お願いできれば幸いです。
郵便振込先： 「風の子会」 口座番号 00150-2-170884

銀行ご利用の方は、下記口座へお願いします。
銀行名： 三井住友銀行 三田通り支店（店番号６２３）
口座名： 特定非営利活動法人 風の子会賛助会
口座番号： 普通 ６８６４４９４

賛助会についてのお問い合わせは担当職員 矢代奈津三（03-3474-9674）へお願いい
たします。

平成２０年２月 特定非営利活動法人 風の子会
会長 花田 政國



（
一
月
十
二
日
土
曜
日
）

（
共
作
連
東
京
大
会
に
出
席
し
た）

メ
ン
バ
ー
の
感
想
報
告

、

去
年
の
共
作
連
は
東
京
で
二
日
間
に
渡
り
行
わ
れ

風
の
子
会
か
ら
は
メ
ン
バ
ー
十
七
人
と
職
員
全
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
十
二
月
二
一
日
（
金
）
お
台
場
の

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
始
ま
り
、
柔
道
の
山
下
選
手
の
挨
拶
や
Ｔ
Ｖ

の
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
が
唄
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
翌
日
は

、

上
智
大
学
で
各
部
会
に
別
れ
て
の
討
論
会
等
が
あ
り

風
の
子
の
メ
ン
バ
ー
も
各
部
会
に
別
れ
て
出
席
し
た

の
で
そ
の
感
想
を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
主
に
う

（

）

ち
の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
出
た
部
会
は

作
業
所
自
慢

で
他
の
作
業
所
は
、
石
鹸
や
洗
剤
お
菓
子
を
作
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
風
の
子
は
ビ

、

ー
ズ
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
和
紙
ハ
ガ
キ
作
り

紙
を
寄
付
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
、
そ
れ
を
使

っ
た
メ
モ
帳
作
り
の
話
を
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
部

会
に
集
ま
っ
た
人
の
大
半
が
作
業
の
工
賃
や
、
給
料

に
不
満
を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た

（
自
立
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
部
会
で
は
司
会
者

、

の

（
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
し
た
い
人
は
）
の
質
問
に

、

（

）

。

多
く
の
人
が

ハ
イ
！

と
手
を
挙
げ
た
そ
う
で
す

主
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
話
で
し
た
が
「
僕
は
学

校
時
代
か
ら
話
は
聞
い
て
ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う

に
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ
オ
を
見
て
将
来
の
た
め
に
な
っ

。
」

、

。

た

と

風
の
子
の
人
が
発
言
を
し
た
そ
う
で
す

ま
た
違
っ
た
分
科
会
は
（
お
面
作
り
）
も
有
っ
て
、

そ
こ
に
参
加
し
た
風
の
子
の
人
が
言
う
に
は
十
数
人

が
出
席
し
て
た
そ
う
で
す
が
、
色
使
い
も
と
て
も
カ

ラ
フ
ル
で
形
も
人
そ
れ
ぞ
れ
大
変
面
白
か
っ
た
そ
う

で
す
。

（
一
月
十
九
日
土
曜
日
）

今
年
の
外
へ
出
よ
う
の
候
補

地
を
何
処
に
行
く
か
四
カ
所
決

め
ま
し
た

（
港
区
内
、
上
野
、

。

新
橋
、
お
台
場
）
こ
こ
か
ら

一
カ
所
選
ぶ
そ
う
で
す
。

（
二
月
二
日
土
曜
日
）

五
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
外
へ

出
よ
う
は
（
港
区
内
）
に
決

ま
っ
た
の
で
、
そ
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
メ
ン
バ
ー
で
考
え

ま
し
た
。
十
数
の
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら

四
月
の
中
頃
に
一
つ
選
ん
で
決
め
る
そ
う
で
す
。

太
田

圭
子

⑪ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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夕
会
便
り

（

）

寄
付
の
お
礼

一
月
八
日
～
二
月
九
日

賛
助
会
に
ご
賛
同
下
さ
っ
た
方

島
田
尚
子
様有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
秘
話第四

十
九
話

金
の
延
べ
棒
（

金
塊
）
を
、
握
り
拳
大
に
電
熱

で
切
断
す
る
と
言
う
、
こ
の
発
想
を
思
い
つ
い
た

の
は
、
原
吉
少
佐
で
あ
っ
た
。
話
は
、
第
一

次
世

界
大
戦
に
戻
る
が
、
日
本
は
、
英
国
と
同
盟
を
結

ん
で
い
た
よ
し
み
で
、
ド
イ
ツ
に
対
し
宣
戦
を
布

告
、
我
が
海
軍
は
、
ド
イ
ツ
領
で
あ
っ
た
内
南
洋

の
バ
ラ
オ
諸
島
、
マ
シ
ャ
ル
群
島
を
含
む
広
い
水

域
を
制
圧
、
停
泊
中
の
ド
イ
ツ
巡
洋
艦
は
降
伏
船

、

。

、

体
を
拿
捕
し

内
南
洋
全
域
を
占
領
し
た

一

方

我
が
陸
軍
部
隊
は

ド
イ
ツ
領
で
あ
る

青
島

せ

、

、

（

い
と
う
）
中
国
語
で
（

チ
ン
タ
オ
）
を
ほ
と
ん
ど

無
抵
抗
で
、
二
日
間
で
ド
イ
ツ
軍
守
備
隊
を
降
伏

さ
せ
た
。
こ
の
時
、
日
本
人
が
ド
イ
ツ
の
科
学
技

術
の
進
歩
に
は
、
愕
き
の
目
を
見
張
っ
た
。
そ
の

中
で
も
、
電
気
工
学
の
分
野
で
は
世
界
を
リ
ー
ド

し
て
い
た
。
日
本
軍
が
、
青
島
（

せ
い
と
う
）
を

、

、

占
領
後
ド
イ
ツ
軍
か
ら

多
数
の
戦
利
品
の
中
に

陸
軍
技
術
将
校
の
目
に
留
ま
っ
た
物
が
あ
っ
た
。

当
時
ま
だ
日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
超
小
型
ガ

ソ
リ
ン
発
電
機
で
あ
っ
た
。
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電

力
が
三
時
間
供
給
が
出
来
る
と
言
う
。
こ
の
小
型

発
電
機
を
金
塊
の
切
断
の
電
源
に
最
適
で
は
な
か

ろ
う
か
、
原
吉
少
佐
は
、
こ
の
考
え
を
瀬
藤
大
佐

に
進
言
を
し
瀬
藤
も
了
解
、
参
謀
本
部
に
ド
イ
ツ

製
小
型
発
電
機
五
台
を
早
急
に
送
る
よ
う
に
要
請

を
し
た
。

次
回
に
続
く
、

栗

あ
き
ら



木
村
拓
哉
の
新
し
い
パ
ソ

コ
ン
の
Ｃ
Ｍ
が
好
き
な
の

は
、
木
村
拓
哉
が
大
好
き
だ

か
ら
で
す
。
な
か
な
か
拓
哉

み
た
い
な
ア
イ
ド
ル
が
現
れ

て
く
れ
な
い
の
は
ち
ょ
っ
と

淋
し
い
で
す
。

右
田

麿
子

最
近
テ
レ
ビ
を
観
て
い
て
気

に
な
る
こ
と
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
（
特
に
民
放
の
）
話
し
言
葉

が
な
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
話

し
言
葉
の
プ
ロ
で
あ
る
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
み
だ
れ
た
日
本
語
を
使
わ

な
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
外
国
の

人
の
方
が
も
っ
と
綺
麗
な
日
本

語
を
使
い
ま
す
。
ま
た
電
車
を
使
っ
て
い
て
気
に
な

電
車
が
ま
い
り
ま
す
・
電
車
が

る
言
葉
と
し
て
は
「

入
り
ま
す

電
車
が
来

」
で
す
。
そ
れ
を
言
う
な
ら
「

」
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
に
生
ま
れ
た

ま
す
。

か
ら
に
は
綺
麗
な
日
本
語
を
使
い
た
い
も
の
で
す
。

三
木

直
人

通
販
の
Ｃ
Ｍ
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
ダ
電
機
の

、

、

、

、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

携
帯
電
話

洗
濯
機

テ
レ
ビ

ス
テ
レ
オ
ラ
ジ
カ
セ
に
指
圧
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
安
い
か
ら
好

。

。

き
で
す

化
粧
品
も
あ
り
ま
す

ミ
ネ
ラ
ル
ロ
ー
シ
ョ
ン
顔
を
き

れ
い
す
る
。

千
葉
の
叔
母
さ
ん
に
買
っ
て
あ

げ
た
い
で
す
。

松
本

恵
司
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職員募集中です！

ただいま風の子会では男性の非常勤職員さんを募集し
ています。送迎キャブの運転、食事介助、男性の着替え
やトイレ介助、作業介助など、仕事は多岐に渡ります。
火・水・金・土の作業所での活動の他、各種イベント

参加のため、日曜日に活動することもあります。
体力があり、障害者福祉に興味があれば年齢・経験は

問いません。どうぞよろしくお願いいたします。

勤務時間 ９：００～１７：００（土のみ１８：３０）
時給 １０００円
運転手当、社会保険等完備

※詳細はお問い合わせ下さい
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